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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はメルケル細胞癌の組織を用いて臨床的特徴・予後、細胞周期関連タンパク質の

免疫染色、p14ARF遺伝子プロモーター領域の高メチレーションの有無、TP53がん抑制遺伝

子の変異とメルケル細胞ポリオーマウイルス（MCPyV）感染との相関について検討したもの

である。その結果、MCPyV陽性例と陰性例の間には、予後、細胞周期関連タンパク質のRB

およびp53の免疫染色での発現、TP53がん抑制遺伝子のnon-UV signature mutationの頻度

について有意な相違があることが示された。本論文の内容は、メルケル細胞癌のMCPyV陽性

群と陰性群間の臨床病理学的、生物学的な相違を明らかにし、これらが異なる発癌機序で

腫瘍化することを示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


